
必ず行う

この取扱説明書で指定された通りに
正しく取り外し・取り付けを行わないと、火
災や事故などの原因となることがあります。

正しく作業を行う

安全上のご注意

警告
[使用方法]

万一、煙が出る・変なにおいがする・
内部に異物が入った・水がかかったなど
異常が起こりましたら、ただちに使用を
中止し、必ずお買い上げの販売店に
ご相談ください。そのままご使用になる
と事故・火災・感電の原因となります。

異常のまま使用しない

禁止

[異常時の処置]

分解禁止

本機を分解したり、改造しないでくだ
さい。事故・火災・感電の原因となり
ます。

分解や改造はしない

安全のために必ずお守りください

絵表示について
この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなた
や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示を
しています。その表示と意味は次のようになっています。

■ 表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示で

区分し、説明しています。

■ お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容
および物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容」を示しています。

このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

注意

このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

禁止

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

必ず行う

HDDナビゲーションマップVol.2・インストールパック

CNVU-200

取扱説明書
［取り外し］

HDDナビゲーションサーバーへの取り外し・取り付けは、必ずこ
の取扱説明書に従って正しく行ってください。指定以外の取り外
し・取り付け方法や指定以外の部品を使用すると、破損の原因と
なる場合があります。この場合は、当社では一切の責任を負いか
ねます。

注意

本機を放置しないでください。停車したときやカーブを曲がるときに、本機が足元に転がり、ブレー
キペダルなどの下に入り込むと運転の妨げとなり交通事故の原因となることがあります。本製品を
使用しない場合は、購入時の専用ケースに入れて、足元に転がらない所に保管しておいてください。

本機を放置しない
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[取り外し・取り付け]

画面が映らない、音が出ないなどの故障
の状態で使用しないでください。必ず
お買い上げの販売店にご相談ください。
そのままご使用になると事故・火災・
感電の原因となります。

故障のまま使用しない

禁止

取り外し・取り付け作業中は、
バッテリーの≠端子を外してくだ
さい。ショート事故による感電や
ケガの原因となります。

作業中はバッテリーの≠端子を外す

注意

注意

[使用方法]

[取り外し・取り付け]

車載用として以外は使用しないでくだ
さい。感電やケガの原因となることが
あります。

車載用以外は使用しない

禁止

必要な工具
ハードディスクの取り付け・取り外しの際に、JISの１番のプラスドライバーが
必要になります。JISの１番のプラスドライバー以外のドライバーを使用すると
ネジを破損する恐れがあります。

※ホームページでのカタログ請求とメールサービス登録のご案内
http://www.pioneer.co.jp/support/ctlg.html

お客様ご相談窓口 (全国共通フリーフォン)

カスタマーサポートセンター

●カーオーディオ/カーナビゲーション商品のお問い合わせ窓口
（一般電話）

●カタログのご請求窓口

＜ご注意＞ ●ＰＨＳ、携帯電話、自動車電話、列車公衆電話、船舶電話、ピンク電話、および
海外からの国際電話ではご利用になれません。また、一般電話は携帯電話・PHSな
どからのご利用可能ですが、通話料がかかります。あらかじめご了承ください。

●携帯電話などの走行中の使用などの禁止に関する規定が、改正道路交通法（法第71
条第5号の5）にて施行されています。自動車または原動機付自転車（原付）からの、
携帯電話などによる発信・応答・通話は、安全な場所に止めてからご利用ください。

●修理に関しては、別添えの『ご相談窓口・修理窓口のご案内』をご参照ください。

必ず行う

指定以外の部品を使用すると、機器内部
の部品をいためたり、しっかりと固定
できずに外れたりして危険です。

必ず付属の部品を指定通りに使用する



次のことを必ずお守りください

使用上のご注意

ハードディスクを取り外す前に、箱を車の中に
お持ち込みください

● ハードディスクを箱から取り出して持ち歩く
と、思わぬ衝撃や静電気などにより破損する
ことがあります。

不用意にハードディスクに触れないでください

● 体に静電気が蓄積された状態で、不用意に
ハードディスクに触れると破損します。ハー
ドディスクに触れる前には、車体の金属部分
（シートレールや車のドアなど）に触れて、必
ず静電気を放電させてください。

ハードディスクの端子部、天面、裏面には触れ
ないでください

● ハードディスクを持つときは端子部、天面、
裏面には触れずに、必ず側面だけを持つよう
にしてください。特に、端子部は静電気で
破損しやすいので、ご注意ください。

ハードディスクを立てて置かないでください

● ハードディスクは、立てた状態から倒れた
だけの衝撃でも、破損することがあります。

ハードディスクの上下に物を置かないでください

● ハードディスクに衝撃や重みなどが加わり、
破損することがあります。

ハードディスクを落とさないでください

● ハードディスクは、シートやクッションなど
の柔らかい物の上に落としても、破損する
ことがあります。

ぬれた手でハードディスクに触れないでください

● 破損することがあります。

本製品は、非常に精密な部品で構成されています。破損を防ぐため、取り扱いの際は必ず次のことを
お守りください。お守りいただけなかった場合の破損については、当社は保証いたしかねます。

ハードディスクを次のような場所に置かないで
ください（破損の原因となります）
● 直射日光のあたる所（ダッシュボードなど）
● 外気が直接あたる所（屋外など）
● 湿気が多い所や少ない所（浴室や乾燥室など）
● 極端に暑い所や寒い所（保温庫や冷蔵庫の中など）
● 固有の振動が継続する所（冷蔵庫の上など）
● チリやホコリの多い所（床など）
● 油煙、蒸気、熱があたる所（台所など）
● 水のかかる場所（屋外など）
● 熱風や冷風があたる所（エアコンの吹出口など）
● 磁気のある所（磁石の近くやテレビの上など）

結露について

● 本製品を車内に持ち込む前に、前もって車の
空調を切っておき、車内外の温度と湿度の差
をなくしておいてください。特に寒いとき、
ヒーターの入った車内にハードディスクを持
ち込みますと、ハードディスクの内部に露が
生じて正常な動作ができなくなるばかりか、破
損させることもあります。このような環境下
では、ハードディスクをすぐに箱から取り出
さずに、1時間ほど放置して車内の温度に慣
らしてから取り出してください。

取り出しフィルムは外さないでください

● ハードディスクに付いている取り出しフィル
ムは、ハードディスクを取り出すためのツマ
ミの役割をします。

ケガにご注意ください

● ハードディスクのエッジやコーナーには鋭利
な部分がありますので、取り扱いには十分に
ご注意ください。

天面

裏面
端子部

側面

側面

20℃�

0℃�

取り出しフィルム

エッジコーナー

コーナーエッジ



9 金属プレートを取り付ける

金属プレートに付いている4カ所のビスを締めて
取り付けます。

6 車体の金属部分に触れる

体に蓄積された静電気を放電します。

2 フロントドアを開ける

フロントドア右上の「PUSH OPEN」と書いて
ある部分を押します。

取外しかた

強く押すと、フロントドアの取り付け部が破損
しますので、ご注意ください。

体に静電気が蓄積したままハードディスクに触
れると、破損することがあります。

3 フロントドアを外す

フロントドアを水平まで開けた状態から、さら
に下方に軽く押すと、フロントドアが外れます。

4 ハードディスクカバーを外す

ハードディスクカバーに付いている2カ所のビス
をゆるめて外します。（ハードディスクカバーは
ビスが落ちないようになっています。)

● ハードディスクを持つときは、取付ブラケットなどでケガをしないよう充分にご注意ください
● ハードディスクは、落としたり、衝撃を加えないでください。破損することがあります。

7 ハードディスクを外す

ハードディスクの挿入口は上下2つあります。
上の挿入口のセットされているハードディスク
を取り外します。
ハードディスクの取り出しフィルムをつまみ、ハ
ードディスクを引き抜きます。

5 金属プレートを外す

金属プレートに付いている4カ所のビスをゆるめ
て外します。（金属プレートはビスが落ちないよ
うになっています。)

本体に内蔵されているハードディスクには、手
を触れないでください。

● ハードディスクを強く引き抜き、落としたり、
衝撃を加えないようにご注意ください。破損
することがあります。

● ハードディスクが取り外しにくいときは、取
り出しフィルムにセロハンテープなどを貼っ
て引くと、簡単に引き抜けます。

フロントドア
フロントドア

ハードディスクカバー
金属プレート

シートレールなど
車体の金属部分

ハードディス
クを静電袋に
入れる

緩衝剤と緩衝
剤の間に挟み
込む 箱に入れる

取付ブラケット

取付ブラケットの凸部分
と、緩衝剤の凹部分を合わ
せるように挟み込みます。取り出しフィルム

金属プレート

1 作業中はバッテリーの≠端子を外す

バッテリーの≠端子を外すと、車に接続されて
いる機器や車の時計などが初期設定状態（ご購
入直後の状態）に戻ります。もう一度、セット
しなおしてください。

8 ハードディスクを静電袋に入れてから箱に入れる



14 今までどおり、ご使用ください

「The Master Hard Disc is not connected」と表
示されます。
ナビゲーションおよびCD、DVD、ミュージッ
クサーバーは使用することができません。

13 エンジンをかける

正常に動作しない場合は、リセットボタンを押し
てください。(☞ナビゲーションの取扱説明書)

12 バッテリーの≠端子を取り付ける11 フロントドアを取り付ける

フロントドアを45°の角度にして、軸受けを本
体の軸に合わせて軽く押し込みます。

強く押すと、フロントドアの取り付け部が破損
しますので、ご注意ください。

フロントドア

軸

軸

軸受け

45°

軸受け

10 ハードディスクカバーを取り付ける

ハードディスクカバーの下部にあるツメを本体
のガイドに差し込んでから、ハードディスクカ
バーに付いている2カ所のビスを締めて取り付け
ます。

ハードディスクカバーツメ

ガイド


